
～ 昭和３２年７月の諫早大洪水から６０年の節目 ～

Front Line 国土交通省長崎河川国道事務所 H29.5

長崎県で初めて本明川総合水防演習を実施！

本明川総合水防演習

平成29年5月14日（日）に本明川にある諫早市八天町地先において、長崎県で初となる本明川総合水防演習を

実施しました。主催者である国土交通省・長崎県・諫早市を始め、参加団体５４機関及び多数のご来賓、一般見学

者の皆様にもご来場頂き、約１，６００人の皆様にご参加頂きました。

昭和32年7月の諫早大水害から60年。住民の防災意識並びに水防技術の向上を目的として、地元の学校や企

業・地域住民等の幅広い世代の参加のもと、水防工法訓練、情報伝達訓練、避難訓練、人命救助訓練等を中心に、

事前防災行動計画（タイムライン）に沿った実践的な演習を実施しました。

開会式では、五十嵐水管理・国土保全局水資源部長（国土交通大臣代理）、中村長崎県知事、宮本諫早市長、

陣内全国水防管理団体連合会会長にご挨拶頂き、また多数のご来賓の皆様にご出席頂きました。

開会式

演習では、昭和32年7月の諫早大

水害での洪水規模を上回る規模を

想定し、タイムラインに基づき、洪水

の9時間前を設定し、 3時間に短縮

した形で実践に即した訓練を実施し

ました。

五十嵐水資源部長 宮本諫早市長中村長崎県知事 地元選出の国会議員を始めとする
ご来賓の皆様

陣内全水管会長

演習プログラム



＜大規模災害を想定した迫真の水防活動＞ ＜関係機関による人命救助訓練＞

総合水防演習の見どころ

【伝統工法（釜段工）の設置】

【この資料のお問い合わせ】
長崎県長崎市宿町３１６－１ 国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所 河川管理課 TEL：095-839-9211

伝統的な水防工法である釜段工等に加え、水マット工などの新技術を使った水防工法を

地元の水防団（消防団）が実施しました。諫早市の消防団として統制のとれた迫真ある水防

演習でした。

長崎県防災航空隊による、高所ビルに孤立

された方をヘリで救出する訓練を始めとして、

陸上自衛隊や県警、日赤等の関係機関が人

命救助訓練を実施しました。

＜地元住民や企業・学生参加による防災訓練、各種体験＞

幼稚園児・小・中学生が、シート状の麻袋

に水を吸水させてできる水土のうを使った

土のうづくりを実施し、高校・大学・地元企

業が、土のうづくりを実施しました。多くの皆

様の参加により短時間で完了することがで

きました。

地元の要配慮者の皆様や子供たちと同伴

者が一緒になって、本明川が氾濫する前に

安全な場所へ避難する水平避難訓練を実

施しました。多くの参加者により充実した訓

練となりました。

諫早市長が避難勧告等の発令にあたり的

確な判断を行うために、長崎河川国道事務

所長から諫早市長へホットラインによる洪水

情報伝達訓練を実施しました。

河川氾濫のおそれのあるタイミングで、諫早

市内の携帯電話やスマートフォンに緊急速報

メールを配信。会場内の皆様の携帯電話から

メール受信音が一斉に鳴り、驚きの声に包ま

れました。

防災展示コーナーでは、婦人会による炊き

出し訓練や関係機関による災害写真等のパ

ネル、ドローンなどの最新防災機器の展示、

降雨体験等を実施し、多くの皆様に体験頂

きました。

【水土のうづくり訓練】 【水平避難訓練】 【炊き出し訓練、降雨体験等】

長崎地方気象台による気象情報の提供、

国情報班長による水防警報発令、演習本部

長付（長崎県）による本部長指令、諫早市長

による避難勧告等、タイムラインに基づき適

切な情報伝達訓練を実施しました。

【垂直避難、人命救助訓練等】【新技術（水マット工）の設置】

＜最新機器等も活用した情報伝達訓練＞

【防災情報担当機関による情報伝達】 【ホットラインによる情報伝達】 【プッシュ型メール配信】
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